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TICONはまた、継続的な発展に向けて財務・投資戦略
に基づく強固な財務基盤の構築を進めています。不動産
投資ファンドTREITはその重要な手段と位置付けていま
す。昨年末に誕生した資産総額320億バーツの同ファン
ドは、年内に35億バーツの投資を計画していますので、
国内外の投資家の注目を集めています。

当社はさらに、多目的不動産開発、プロップテックによ
る不動産開発・運営、安定収入の確保が可能な不動産事
業等の新規事業も計画しています。これらの計画が実現
することで継続的な発展と2020年のASEANトップ達成
が可能と確認しています。

最後に、今号に掲載したプロパティ・テクノロジーを始
め、経済、投資に関する情報、記事、コラムが多少なりとも
お役に立てば光栄です。それでは次号でお会いしましょ
う。サワディー・クラップ。

Message from  
CEO

読者の皆さま、こんにちは。2018年も第２四半期に入
りました。今年は国家レベルで大変重要な年と言えます。
東部地域特別開発区（EEC）法が施行され、政府部門お
よび国内外の民間部門による投資促進の目標が設定さ
れました。TICONグループも国家プロジェクトに参画す
るためにFrasers Property Limitedの出資の下で始動
しています。年初から「Total Dimension」戦略による３

カ年事業計画に基づいて、製品戦略、イノベーション戦
略、財務戦略、顧客戦略の４戦略を進めていま
す。

TICONは今年第１四半期、顧客戦略に基づ
いてタイ全土の重要地域での賃貸面積の拡張
を実施しました。特にEECエリアでは1,500ラ
イの敷地に即入居可能な100万㎡の床面積を
有していますので、あらゆる産業の投資に対応
が可能です。製品戦略とイノベーション戦略に
ついては現在、テクノロジー面での競争が激
しくなっていますので、TICONは新会社「TI-
CON Technology Co., Ltd.」を設立し、デ
ータセンター事業に参入します。同事業への
参入はプロパティ・テクノロジー（プロップテ
ック）に対応し、テクノロジー開発および不
動産価値の向上に向けたジグソーパズルの
１ピースと言えます。
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EECとカンボジア 
   の将来性

4 FORWARD  i  April-June 2018

with Gurus

タイは現在、新投資戦略 
「東部経済回廊」（EEC）を
推進しています。これは政府
がチョンブリ、チャチュンサ
オ、ラヨーンのEEC３県への

大規模投資を推進し、１）ウタパオ空港、２
）レムチャバン港、３）イースタンシーボード
工業団地を始めとする既存インフラの活用
に加え、ウタパオ空港拡張による航空ハブ
化、高速鉄道、鉄道複線化、モーターウェイ
等の新設・拡張によりバンコク首都圏と
EECを繋ぐことで次世代自動車、航空、ロボ
ット、バイオケミカル、健康・医療、観光とい
った次世代産業のEECへの集積を目指す
ものです。これにより向こう20年以内にはタ
イ経済の中心地がバンコク首都圏からタイ
東部地域に拡大していることでしょう。

筆者は当コラムでEECに最も近い隣国で
あるカンボジアに言及したいと思います。同
国の人口は1,600万人で、イサーン地域よ
りやや大きい国土を有しますが、経済成長
は首都のプノンペン、観光都市のシエムリア
ップ、港湾都市のシアヌークビルの３都市に
限られています。しかし、いまプノンペンに行
けば、急速に開発が進み、建設中の高層ビ
ル、大規模コンプレックス、コンドミニアム、
ショッピングモール等を目にするでしょう。
これらの多くは中国、韓国、ベトナムからの
投資です。

日本からはイオンモールが進出し、開業
しています。同モール内にはスーパーマーケ

売事業においては多くの国で地場資本を保
護する法律を定めていますが、カンボジアで
は外資に開放されています。

カンボジアでは事業を開始するにあたっ
ての手続きは複雑ではなく、会社設立コス
トもそれほど高くありません。地場資本の出
資がなくても外国人による会社設立が可能
で、最低資本金も1,000米ドルのみです。一
方、税務登記の手続きにおいては3,000米
ドルの最低資本金が求められ、設立者はカ
ンボジアの銀行に資本金を送金する必要が
ありますが、タイの銀行が送金サービスを
提供しています。また、会社設立後は制限な
く資本金のタイ国内への送金が可能となっ

ット、映画館、マクドナルドやバーガーキン
グ、KFC、Bon Chon、ペッパーランチ、Mo 
M o  P a r a d i s e 、ス タ ー バ ック
ス、Amazon、Costa、クリスピー・クリー
ム・ドーナッツなどタイでもお馴染みの飲食
店が営業しています。これらの店の多くはプ
ノンペン市内の至るところで店舗を構え、
なかでもカフェにはカンボジア人や外国人
であふれています。

タイの流通企業ではMakroが2017年末
に進出し、新規店舗をオープンしていま
す。Big Cもまた、近く進出する計画です。こ
れらの事実からカンボジアが外資受け入れ
政策を進めていることは明らかです。特に小

Article by Mr. Sunyawit Sethapokin

Managing Director, Blue & White Logistics Co., Ltd.
President, Thai Transportation and Logistics Association
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により100万人超の中国人がカンボジア国
籍を取得したと見られます。これらカンボジ
ア国籍の中国人は規模の大小を問わず全
土に投資を行い、プノンペンには中国語を話
し、中国語のメニューしかない中国人オー
ナーのレストランがあふれました。また、プノ
ンペン、シエムリアップ、シアヌークビルのホ
テルはカンボジア国籍の中国人により買い
占められました。しかし、現在ではこの方法
による国籍取得は一時休止され、いつ再開
されるかは不明です。

カンボジア人の多くは英語を話すことが
できるため、コミュニケーションに困りませ
ん。また、筆者がコンタクトした会社の従業
員や市場の商人のなかにはタイ語を話す人
たちがいました。彼らは一様にタイ人と話す
ことを喜んでいるようです。しかし、カンボジ
アは外国のビジネス文化を受け入れたばか
りのため、勤務態度や問題解決力、新知識
の学習等の人材開発がまだまだ必要です。
一方、カンボジア人の給与は、レストランや
カフェ等の従業員で月額100〜150米ドル
と低賃金ですが、経済成長に伴って生活費

ています。事業資金として必要なものに事務
所家賃があります。規模の大小や価格に関
する定めはありませんが、賃貸借契約書の
提示と毎月の賃料に対する源泉税の支払い
が必要となります。また、会社は代表取締役
名の明記が求められますが、それがカンボ
ジア人の場合、費用負担はありません。一
方、外国人の場合は居住者であることが求
められ、賃貸借契約書の提示と賃料に対す
る源泉税の支払いが必要です。

商務省での会社設立登記と税務署での
税務登記が完了後、従業員を雇用する場合
は労働省での登記が必要になります。この
ため、タイ企業はタイの銀行のカンボジア
支店に口座を開設するほか、給与支払い用
に地場銀行にも口座を開設しなければなり
ません。これらが終了すれば事業を開始で
き、会計年度ごとに税務申告と決算書の監
査を行うことになります。

会計面では、小売企業は米ドルとカンボ
ジア・リエルの２通貨での支払いに対応し
ていますが、大手店舗では米ドルで製品を
販売する場合が多くなります。しかし、釣り
銭は大きな金額は米ドル、小銭はリエルと
なるか、米ドルとリエルを混ぜて支払うこと
も可能です。このため、カンボジア人は計算
が得意で、計算機を使うことなく両通貨間
の換算を簡単にこなしてしまいます。

筆者はHATTHA KAKSEKAR Limited
で銀行口座を開設する機会を得ました。同
社は銀行ではなく、もとは村民（特に農村部
の女性）の手工芸品生産に対して資金援助
するNGOとして発足しましたが、その後マ
イクロファイナンス会社に組織変更し、現在
はタイのアユタヤ銀行（三菱UFJ銀行グル
ープ ）が 買 収 し 、子 会 社 化 し ま し
た。HATTHA KAKSEKARは米ドル、リエ
ル、タイバーツでの預金が可能で、筆者はタ
イバーツで預金しましたが、引き出しもバー
ツでできるのです。同社の小口融資利用者
は20万人、支店は全土に1,000店を構え、
顧客数、支店網ともに大きく事業を展開し
ており、将来的に注目すべき事業のひとつと
言えます。

カンボジアが経済成長してきた要因は外
国人による直接投資だけではありません。
過去数年間、カンボジアでは投資と少額の
手数料負担により外国人によるカンボジア
国籍の取得が可能で、その際に元の国籍を
放棄する必要もありませんでした。この方法

も上昇しているため、賃金も上昇傾向にあ
ります。外国企業で働く経理やITなどの専
門職は月額1,500〜2,000米ドルにまで上
昇しています。政治はポピュリズムによって
行われ、労働者票の獲得を狙って選挙のた
びに最低賃金が改定される始末です。近い
将来、タイ国内で働く一部のカンボジア人
労働者が母国に帰国することも十分考えら
れます。

EECへのインフラ投資に話を戻す
と、筆者が考えるEECのメリットはカ
ンボジアに近いという点です。EECの
新産業はタイ国内市場のみならずカ
ンボジア市場にもアクセスできま
す。EECを含むバンコク首都圏からタ
イ東部、カンボジアのココン、シアヌー
クビル、プノンペンに至るタイ湾沿岸
のベルト地帯は将来、世界の成長セ
ンターになる可能性を秘めているで
しょう。 ■

「タイ東部、カンボジアのココン、シアヌークビル、プノン
ペンに至るタイ湾岸のベルト地帯は将来、世界の成長セ
ンターになる可能性を秘めているでしょう」

Bangkok

Koh Kong

Sihanoukville

Panom Penh

C A M B O D I A

T H A I L A N D



6

Spotlight

FORWARD  i  April-June 2018

あらゆるビジネスや産業にお
いてテクノロジーが重要な役割
を担うインダストリー4.0時代
においては、多くの事業者が生き
残りをかけたデジタルトランスフ
ォーメーション（デジタル変革）
に直面しています。

ビジネスとテクノロジー 
の融合
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スマートリアルエステートとはテクノロジ
ーを活用した建屋のことで、インターネット
やセンサーを通じて利用者のスマートデイ
バスとつなぐIoT（モノのインターネット）を
活用し、建屋、住宅、ショッピングモール、オ
フィスビル、工場、倉庫内のオペレーション
を管理します。これにより建屋のオーナーは
より多くのデータの収集、分析が可能とな
ります。これはビッグデータと呼ばれ、顧客
や借主のニーズをこれまで以上に理解する
のに貢献します。その一例として、携帯電話
や指紋認証でドアを開閉するスマートロッ

1. スマートリアルエステート

クや内部の動向を管理するセンサーシステ
ム等のセキュリティシステム、温度管理セン
サーや照明管理センサー等のユーティリテ
ィシステムが挙げられます。

また、スマートリアルエステートにはデー
タセンターのようなIT関連業務をサポート
する建屋も含まれます。適切な場所に 
位置し、基準をクリアした、高いセキュリュ
ティを有することが求められるこれらの建 
屋は安全なデータ管理と24時間稼働が 
条件となるネットワーク機器の設置に適し
ています。

工 業 用 不 動 産 開 発 大 手の
TICONは、デジタル時代に向けて
経済面、技術面での変革を進
め、先進テクノロジーを必要とす
るビジネスや産業に対応していま
す。そして、顧客第一の方針の下
であらゆる顧客ニーズに対応でき
るように不動産ビジネスにテクノ
ロジーを活用するプロパティ・テ
クノロジー（プロップテック）を導
入していきます。

現在、不動産ビジネスに導入されているテクノロジーに
は次の３種類があります。

プロップテック
の種類
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リアルエステート・フィンテックとは効率
的なデータ管理や金融取引を目的としたパ
ソコンやスマートフォンのアプリ開発のこと
で、物件検索、売買金額計算、ローン支払
い、アフターサービス（エンジアニアや家政
婦の呼び出しサービス、支払い告知サービ
ス等）等のサービス提供ツールとして活用
されています。また、建設前に顧客に提案す
るための建築物の３次元データを制作する
ビルディング・インフォメーション・モデリン
グ（BIM）もあります。

不動産事業者は、事業領域を不動産売買
に限定しなければ、「シェアリング・エコノミ
ー」の新しいビジネス領域に参入できる可
能性があります。これは自動車や住居等の
日常生活で使用するモノを第三者とシェア
するもので、利用者は自分自身でこれらを購
入する必要がありません。不動産事業にお
いては、不動産の運用形態として直接スペ
ース利用からサービス提供（Real Estate 
as a Service）に関心が集まりつつありま
す。例えば、Airbnb（エアビーアンドビー）を
通じて観光客に住居を貸し出す民泊、未利
用スペースをオフィスや会議室として貸し出
すコワーキングスペース、倉庫の余ったスペ
ースの貸し出しなどがあります。ここでは効
率的なスペース管理やサービス料の計算等
にテクノロジーが活用されています。

２.リアルエステート 
	 ＆シェアリング・エコノミー

３.リアルエステート・		
	 フィンテック
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Spotlight

TICONはこのほど、グループ内にテクノロ
ジーの変革をもたらす存在として新会社
「TICON Technology Co., Ltd.」を設立
しました。同社はスマート・ロジスティクス
パークや先進テクノロジーを完備した建屋
等のスマート・インダストリアルビルディン
グの開発を進めます。

また、TICON Technology Co. , 
Ltd.は、シンガポールのデータセンター大
手、ST Telemedia Global  Data 
Centres（STT GDC）と提携し、タイ国内
でのデータセンター事業を展開していく計

工業用不動産部門は不動産の他部門ほどはデジタル・ディ
スラプション（デジタル技術による創造的破壊）による急激な
影響を受けていませんが、TICONグループは押し寄せる変化
の波を注視すると同時に、その変化がTICONの顧客や借主
にとって最大限の利益となるように準備を進めています。

TICONと 
プロップテック

画です。特に立地、機能性、専門性を強調
し、STT GDCの世界レベルのサービスを提
供することで効率的に事業を拡大していき
ます。顧客ターゲットは大手企業、クラウド
サービス事業者、eコマース事業者などを想
定しています。

プロップテックへの事業拡大は、専門性
の向上、付加価値や顧客の創造につながり
ます。TICONは変化する顧客ニーズに基づ
く開発や技術面でのサービス向上を進め、
顧客の事業を支援していきます。工業用不
動産業界は将来、テクノロジーの活用によ

る競争が激化すると予想され、不動産事業
各社は前述の３つの方向性に向けてテクノ
ロジ ー 開 発 を 進 め る 必 要 が ありま
す。TICONはデジタルトランスフォーメーシ
ョン時代に向けてテクノロジーを武器に、
データセンター事業への参入、工場・倉庫
を将来的にスマート・インダストリープロパ
ティとするためのプラットフォーム新設など
によりデジタル4.0時代における工業用不
動産開発トップを目指します。 ■
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Investor's Focus

不動産ビジネス
の新兵器
不動産ビジネス
の新兵器

Article by Ms. Kamonkarn Kongkathong

Head of Strategic Planning 
TICON Industrial Connection Pcl.

不動産業界では、競争激化に伴って不動
産事業各社は常に変化への対応を求めら
れています。既存の方法で事業を行う企業

は事業拡大の機会が制限されることもある
でしょう。このため、多くの企業では不動産
事業へのIT導入を進めています。こうした市

政府があらゆる事業へのイノベーションの導入を進める「タイラン
ド4.0」の時代において、現代の消費者ニーズに対応するためには事
業遂行においてインターネット、情報管理、最新技術が重要な役割
を担っています。

場で勝ち残っていくためにスタートアップ企
業やIT開発企業への出資も不動産事業者
の選択肢のひとつとなっています。これらの
IT企業は会社の資産価値向上や消費者の
利便性向上を可能にするためのIT開発を支
援してくれます。

プロパティ・テクノロジー（プロップテッ
ク）は資産価値向上やITを活用する消費者
への対応に向けて不動産事業に欠かせな
い存在となり、消費者や会社の利益に貢献
するでしょう。

不動産事業へのIT導入例として「スマー
トハウス」が挙げられます。これは住宅内の
あらゆるシステムをITで一括管理するもの
で、屋内システムとつながるデバイスで指示
するだけで照明のオンオフ、ドアの開閉、テ
レビやラジオ等のAV機器の利用などが可
能になります。また、不動産事業者もプロッ
プテックのメリットを活用できます。アプリ
ケーションを通じて事業者のサービスを消
費者のデバイスに提供することで、消費者は
インターネットを通じていつでも、どこでも
事業者のサービスを利用することができる
ようになります。

土地開発や賃貸事業を手がける外国の
企業では「スマートウェアハウス」や「スマー
トファクトリー」を開発することで会社の資
産価値を向上させているところもありま
す。ITを取り入れたこれらの建屋では利用者
が建屋内の作業を常時モニタリングするこ
とが可能となり、消費者ニーズへの対応が
向上します。さらには労働力不足の解消や
人的ミスの低減による正確、精密、効率的な
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New TENANTS

   
Ironman 4 By 4 (Thailand)  
Co., Ltd.

Ironman 4 By 4 (Thailand) Co., Ltd.は、カーアクセ
サリーを製造するタイ企業です。同社はこのほど、自動車
用部品、工具、カーアクセサリー等の商品配送センターの
運営を目的にTPARKバンナのフリーゾーン内に倉庫（面
積：2,450㎡）を賃借しました。

   
TODENKO (Thailand) Co., Ltd.

TODENKO (Thailand) Co., Ltd.は、アマタナコン工業
団地で大手電子機器メーカー向けに電子機器部品を製
造する日本企業です。同社はこのほど、製造を目的にアマ
タナコン工業団地内のTICONミニ工場（面積：300㎡）
を追加賃借しました。

   
TLD (Thai) Electronic  
Technology Co., Ltd. 

TLD (Thai) Electronic Technology Co., Ltd.は、電
子部品を製造する中国企業です。同社はこのほど、製造を
目的にロジャナ工業団地内のTICON工場（面積：1,400
㎡）を賃借しました。

   
Cream D House & Cosmetic  
Pharmacy Co.,Ltd. 

Cream D House & Cosmetic Pharmacy 
Co.,Ltd. は、化粧品および栄養補助食品を製造する
OEMメーカーです。同社はこのほど、製造を目的にナワナ
コン工業団地内のTICON工場（面積：1,750㎡）を賃借
しました。

業務を可能にしますので、会社と消費者の
双方によい効果をもたらします。

外国企業の多くはITの活用により生産工
程の改善やスペース管理システムの開発を
進めています。その一例として、英国のネッ
トスーパー「オカド」（Ocado）は倉庫マネジ
メントにロボットを導入し、人工知能（AI）
を活用して生産工程や物流工程のスピード
アップと効率化、人的ミスの削減を実現 
しています。ロボットとAIの活用は広大な 
スペースの有効活用を始め、商品の日付デ
ータ管理や商品ごとに異なる温度管理に 
貢献し、商品の品質向上や迅速な提供が可
能となることで消費者ニーズに対応できる
のです。

タイランド4.0時代の競争はテクノロジー
の競争と言えます。不動産事業者が業務設
計や企業価値の向上を図り、事業遂行能力
を高めることができれば、将来的に不動産
事業が今以上に注目を集めることにつなが
るでしょう。 ■



前号では他国に比べて賃金が
まだそれほど高くないとの理由
から最新の倉庫システムの導入
に関心を示さない倉庫サービス
事業者について言及しました。し
かし、賃金を始めとするコストは
上昇傾向にあるうえ、倉庫で働
く作業者の確保も難しくなりつ
つありますので、倉庫マネジメン
トにロボット技術を導入する必
要性が増しています。
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Operation 
CaféCafé

デジタル時代にお
けるビジネス拡大

　
半自動の倉庫マネジメントシステムであ

る「シャトルラック・システム」は、省スペース
化を実現する一方で格納量が２倍になるう

Mr. Michael Chung

ロボット倉庫
導入でビジネ
ス拡大

Article by  
ACETEC Technology  
Company Limited

(Part 2)



ACETEC Technology Com-
pany Limited（503, Rama 2 Rd., 
Bangkok）は、スマート・ウェアハウ
スに関する技術選定、コンサルティ
ング、マネジメントシステム設計を得
意とし、倉庫ごとに最適となるシステ
ムや設計に関して知識と経験を有す
るスタッフが対応します。
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ミニロボット倉庫

タイのビジネス環境にはミニロボット倉
庫（Mini-Load）が適しています。同倉庫は
中小規模の事業に適し、投資額が少ない一
方、労働力の削減や搬入・搬出時間の短縮
が可能です。最新技術で作業を制御し、１人
の作業者が指示ボタンを押すだけで搬入・

え、フォークリストでの作業がなくなるた
め搬入・搬出のスピードと安全性も高まり
ます。作業者の人数は減りますが、正確性
と効率性が向上します。「ラジオシャトル」
と呼ばれる同システムは「現状の問題を解
決でき、かつ低コストで短期間での投資回
収が可能なシステムで、既存倉庫を活用す
るのに適し、省スペース化、格納量の増
加、ミスのない搬入・搬出、安全性の向上
に貢献します。海外での導入実績も多く、
その実用性が証明されています」（マイケ
ル・チョン氏）。このシステムのメリットは、
新規の倉庫建設に比べて低コストかつ短
期間での設置ができ（1,392パレットサイ
ズを２週間で設置した実績例あり）、作業
時間の50％削減、作業者の４分の１への
削減も可能な点で、将来的な全自動システ
ムへの切り替えにも対応しています。

搬出ができます。荷物を持ち上げる作業者
もフォークリフトも必要ありません。また、
搬入・搬出量や在庫量を自動で正確に記録
します。ACETEC Technology Company 
Limitedでは実演デモのできるミニロボッ
ト倉庫を用意していますので、関心のある方
は同社までご連絡ください（毎週月曜から
土曜）。 ■

Mini-Load Robot-operated Warehouse

SHUTTLE RACK SYSTEM

Mini-Load Robot-operated Warehouse
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EVENTS News

TICONがデータセンター事業、STT GDCと合弁

工業用不動産大手TICON Industrial Connection Pcl.
（TICON）のパノット・シリワタナパクディ取締役会会長（左から
３人目）はこのほど、シンガポールのデータセンター事業大手ST 
Telemedia Global Data Centres（STT GDC）のブルーノ・ロ

（写真左から）カモンカーン・コンカートーン氏（Head of Strategic Planning, TICON Industrial Connection Pcl.） ソーポン・ラーチャラクサー氏（President, 
TICON Industrial Connection Pcl.） パノット・シリワタナパクディ氏（Chairman of Executive, TICON Industrial Connection Pcl.） ブルーノ・ロペス氏（CEO, 
STT GDC） ネルソン・リム氏（CFO, STT GDC） レベッカ・ウン氏（Head, Investments, STT GDC）

TICON Industrial Connection Pcl.
（TICON）のソーポン・ラーチャラクサー社
長はこのほど、EEC内にあるTICONグループ
工場・倉庫で欧州、韓国、アメリカの投資家
による視察を受け入れました。同視察団は
EEC投資の検討を目的とし、将来的にタイ
経済の中心的役割が期待される電子産業や
航空産業も視察しました。今回のTICON視
察は工業用不動産開発大手であるTICON
グループに対する信頼醸成とEEC開発やタ
イランド4.0の支援を目的としたものです。

EECは世界的な海運ハブとなる経済的
戦略拠点に位置し、タイおよびASEAN域
内への投資に対応するためのインフラ開発
が目白押しです。TICONグループはEECエ
リアに土地1,500ライ、床面積100万㎡、
タイ全土に50カ所超、270万㎡の工場と
倉庫を有し、即入居可能なReady-Built方
式と顧客ニーズに応じたBuilt-to-Suit方式
で運営しています。■

TICON、外国人投資家のEEC視察を歓迎

ペスCEO（左から４人目）との間で合弁契約に調印しました。合弁
会社のTICON Technology Co., Ltd.は、「プロップテック」（不動
産テクノロジー）への対応を目的としてタイ国内でデータセンター
事業を推進していきます。■
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TICON、第１四半期の純利益173％増
３カ年事業計画で事業拡大

工業用不動産開発大手のTICON
は、2018年第１四半期の純利益が前年同
期比173％増となる２億6,084万バー
ツ、賃貸不動産の総入居率が71％になっ
たことを発表しました。同社は「Total Di-
mension」戦略による３カ年事業計画に
基づいて事業を拡大することで、今年下半
期の業績見通しも明るいことを明らかにし
ました。さらに、新規事業を進めるとともに
賃貸面積の拡張も進め、2020年には
ASEANトップの座を獲得する方針です。

TICON Industrial Connection Pcl.
（TICON）のソーポン・ラーチャラクサー
社長はこのほど、2018年第１四半期
（2018年１〜３月）の業績を発表し、売
上高が前年同期比104.6％増の11億
1,877万バーツ（前期売上高は５億4,689
万バーツ）、純利益が同173％増の２億
6,084万バーツ（前期から１億6,500万バ
ーツ増）になったことを明らかにしました。
同社および子会社が業績目標を達成した
のに加え、年初に発表した３カ年事業計画
の実行も好業績の要因となりました。同事
業計画は「Total Dimension」戦略に基づ
いて全方位への事業領域の拡大を目指す
もので、同社の能力および潜在力を強固に

するとともに、多目的不動産開発やプロッ
プテックによる不動産開発・運営、安定収
入の確保が可能な不動産事業等の関連事
業を手がけ、インダストリー4.0政策による
市場の回復や投資家心理の改善に対応し
ていくものです。

第１四半期の好業績は、即入居可能な
Ready-Builtと顧客ニーズに対応した
Built-to-Suitの両方式による賃貸面積の
増加により総入居率が71％となったのに
加え、更地や倉庫付き土地の販売収入、
不動産投資ファンドTREITの信託報酬の
増加などが要因となっています。

「今年はTICONグループにとってFras-
ers Property Limitedの下での改革年
です。当社はこれまで、賃貸不動産をタイ
全土に拡大してきました。なかでもEECに
は土地1,500ライ、床面積100万㎡を有
し、あらゆる産業向けにサービスを提供す
るとともに、将来的にタイ経済の中心的役
割が期待されるターゲット産業にも顧客
網を拡大する計画です。また、TREITは３
ファンド集約後の今年、タイ最大の不動産
投資ファンドに見合うだけの結果を出した
いと思います。さらにはデジタル経済に対
応するため、TICON Technology Co., 
Ltd.を設立し、データセンター事業を開始
します」とソーポン社長は今後の抱負を語
りました。

インドネシア事業については、TICONが
開発済みの67,000㎡はすべて入居済み
で、現在第３フェーズ（5,000㎡超）の開発
を進めています。

ソーポン社長は最後に「今年下半期は
３カ年事業計画に基づいて新規事業の拡
大に注力するとともに、賃貸面積の拡張も
行なっていきます。TICONの強みは専門性
とタイ全土に広がる拠点ですので、国内外
の投資家や事業者の受け入れ態勢は万全
です。この計画が継続的な業績拡大と
2020年のASEANトップ獲得を後押しす
ると確認しています」と語りました。■

Mr. Sopon Racharaksa 
President, TICON Industrial Connection PCL. 
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チェンライ県ウィアンケン郡内の山間部に住む子供たちは片道
10キロの道のりを歩いて通学しています。これは遠隔地に住む子
供たちが教育機会を喪失する要因のひとつとなっています。 「ポーウィタヤー校」はTICONグループ

が恵まれない子供たちに幸せを届ける第
６回「TICONから愛を」プロジェクトが対象
とする学校のうちの１校です。６年目となる
同プロジェクトでは今年、宿泊寮がないため
に子供たちが長距離通学を強いられている
問題に着目し、これらの生徒が学期中に宿
泊できる宿泊寮１棟（40ベッド）と生活必
需品を同校に贈呈することになりました。

TICONグループのソーポン・ラーチャラ
クサー社長は今回のプロジェクトについ
て、「TICONは2012年からCSRに力を入
れ、TICONが開発するエリアの環境対策
や地域開発を行ってきましたが、同時に教
育も重視してきました。なぜなら若者は国
家や社会が継続的に成長していくのに大

チェンライ県ポーウィタヤー校 
に宿泊寮を贈呈

	 第６回 
「TICONから愛を」
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切な力だからです。このため、私たちは遠隔
地に住む子供たちの教育支援と教育機会
の付与に力を入れています」と語りました。

「TICONが教育機会の喪失につなが
るこの問題に着目し、宿泊寮の建設に
賛同していただきました。これで恵まれ
ない子供たちに教育機会を与えること
ができます」

Mr. Ekkaraj Luecha 
Director of Por Wittaya School

Special Column

「若者は国家や社会が継続
的に成長していくのに大切な
力です。このため、私たちは遠
隔地に住む子供たちの教育
支援と教育機会の付与に力
を入れています」

Mr. Sopon Racharaksa 
President,  

TICON Industrial Connection PCL. 

に、技術チームを派遣して設計・建設のアド
バイスを行いました。そして、TICONグルー
プの経営陣と社員有志は子供たちとのレク
レーション活動に参加し、教材やスポーツ
用品を贈呈しました。

ポーウィタヤー校のエカラート・ルーチ
ャー校長は、「当校は教育機会の拡大に力
を入れていて、現在は幼稚園から中学３年
まで430人の生徒がいます。このなかには
学区外の山間地から通学する生徒が多数
います。このため、学校ではこれらの生徒の
ための宿泊寮を必要としていますが、人数
が多いため対応できていません。現在は女
子寮が１棟あるのみで、男子生徒は教員用
宿泊寮の軒下に寝泊まりしている状況なの
です。しかし、幸運にも今回、TICONが教育
機会の喪失につながるこの問題に着目し、
宿泊寮の建設に賛同していただきました。こ
れで恵まれない子供たちに教育機会を与え
ることができます。心から感謝しています」
と語りました。

ポーウィタヤー校の先生や生徒た
ちの喜ぶ顔に接し、TICONグループ
の経営陣と社員たちはこれからも子
供や恵まれない人たち、地域や社会
のために奉仕し、国家と社会に貢献
していく決意を新たにしました。■

ポーウィタヤー校は生徒用の宿泊寮がな
いことから今年のプロジェクトに選ばれまし
た。TICONは寮建設費用を支援すると同時
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Property Highlight 

TICONロジャナ・プラチンブリ
プラチンブリ県のロジャナ・プラチンブリ工業団地内にあ

るTICONレンタル工場は304号線沿いに位置し、ナコンラ
チャシマ、バンコク、チャチュンサオ、ASEAN市場向け製造
拠点となっているサケオ県経済特区（SEZ）、レムチャバン港
やマプタプット港等の主要港へのアクセスが便利なため、
タイ全土への配送に適した立地となっています。利用可能
な工場面積は現在35,000㎡で、すべてのプロジェクトが
完成すれば20万㎡になる予定です。同地は大手自動車メ
ーカーの製造拠点となっているため、自動車産業や電子
産業の事業者に適した立地となっています。当工場ではい
ますぐ業務を開始したい方のお越しをお待ちしております。

TPARKパントン１
アマタナコン工業団地周辺での事業拡大に対応するた

め、物流用に高品質倉庫をお探しの方にTPARKパントン
１をお勧めします。同プロジェクトは3346号線（スクンビ
ット〜パントン）沿いのアマタナコン工業団地フェーズ７入
り口から２キロの場所にありますので、自動車産業や電子
産業、物流産業に適した立地となっています。特に工場向
け配送前の製品や原材料の一時保管、顧客向け配送前の
完成品保管などに適しています。いますぐ業務を開始した
い方、早急に事業を拡大したい方からのご連絡をお待ちし
ています。
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今回のProperty Highlightでは自動車産業、電子産業、物流産業等に好立地となる高品質の
工場および倉庫をご紹介します。

利用可能な物件はここ
でチェック！

Tel: +66 (0) 2679 6565   
Email: marketing@ticon.co.th または info@ticon.co.th (日本語) 

詳細問合せ、工場見学のご連絡は下記まで。 

利用可能な物件はここ
でチェック! 

Tel: +66 (0) 86342 9669  
Email: logistics@ticon.co.th

詳細問い合わせ、倉庫見学のご連絡は下記まで。 

Available Buildings
所在地： ロジャナ・プラチンブリ工業団地

工場面積：	 2,000 – 4,000㎡ 
床耐荷重：	 3t/㎡ 
天井高さ：	 7m

Available Buildings
所在地：パントン駅近接（アマタナコン工業団地フ
ェーズ７入り口から２キロ）、一般区域内

倉庫面積：	 2,000 – 7,800㎡ 
床耐荷重：	 3t/㎡ 
天井高さ：	 10m



ートルの金色の仏坐像が納め
られています。1325年に完成
したこの仏像はアユタヤの都建
設当時からある古仏かつアユタ
ヤで一番大きな仏像です。アユ
タヤが滅亡する際、両目から涙
が流れたとの伝承もあり、今日
に至るまで尊敬を集めていま
す。特に中国正月やソンクラー
ン、盂蘭盆会などの祝祭日や仏
日には多くの参拝客が参拝に訪
れます。また、厄年の人は同寺の

財神（チャイシンイヤ）に厄除け
に訪れるほか、千手観音やガネ
ーシャなどの神様に運気上昇を
祈願することもできます。

参拝が終わったら近くの川
の景色を眺めながら心地よい
風を楽しみましょう。境内には
綿菓子を始め多くの土産物が
販売されていますのでショッピ
ングも楽しめます。お参りして
心が満たされることでしょう。
それでは私たちは次のお寺に参
拝することにします。またお会い
しましょう。 ■

アユタヤ県ワット・パナンチューン
参拝時間：７時〜18時（無休）
所在地：	TPARKワンノイ１・２近く
住所：	 Wat Phanan Choeng, 	
	 A.Muang, Ayutthaya 	
	 13000
電話：	 0-3523-4984、 
	 0-3524-1708

今回のTake a Breakではタ
ンブン、運気上昇、厄除けにワッ
ト・パナンチューンをご紹介しま
す。同寺はアユタヤの古寺名刹
のひとつで、タイ人や中国人に
「ルアンポー・トー」または「ジ
ャオポー・サムポーコン」の名で
親しまれています。アユタヤ市街
から約５キロのパーサック川南
岸に位置し、TPARKワンノイ１
・２からもそれほど離れていま
せん。バンコクからは32号線を
北上し、アユタヤ市内に入る交
差点を左折、さらにチェディ・ワ
ットサームプルムのロータリー
交差点を左折して4.5キロほど
進んだ右手にあります。参拝客
用に広い駐車場がありますの
で中に入ってください。

ウィハーン（仏堂）にはルア
ンポー・トー（プラプット・トラ

イラタナ・ナーヨック）またはサ
ムポーコンと呼ばれる、台座幅
14.20メートル、高さ19.20メ

45
321

アユタヤ県ワット・パナンチューン
参拝で運気上昇

雰囲気

ロケーション

アユタヤ県ワット・パナンチューン
参拝で運気上昇
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